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市
議
会
２
月
定
例
会
が
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月
２２
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
４５
議
案
（
報
告
３
件
含
む
）
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
、
平

成
２５
年
度
一
般
会
計
予
算
、
平
成
２５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
平

成
２５
年
度
袋
井
病
院
事
業
会
計
予
算
（
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
）
、
平
成

２５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

の
６
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
反
対
理
由
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 
 

        
 

                       

 

平
成
２５
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
３
２

９
億
円
余
（
市
民
病

院
の
閉
院
に
伴
う
精

算
分
１５
億
１
千
万
円

を
含
む
）
で
前
年
比

１０
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

市
の
方
針
は
、「
国

の
緊
急
経
済
対
策
に

基
づ
く
大
型
補
正
予

算
と
一
体
的
な
も
の

と
し
て
、「
１５
ヶ
月
予
算
」
を
編

成
し
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産

業
の
育
成･

振
興
、
健
や
か
な
子

ど
も
を
育
て
る
教
育
環
境
の
充

実
、
防
災
対
策
の
推
進
、
健
康
支

援･

地
域
医
療
体
制

の
充
実
、
都
市
空

間･

住
環
境
の
整
備

に
、
全
力
で
取
り
組

む
」
と
い
う
も
の
で

す
。 教

育
支
援
事
業
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
や
子
ど
も
発
達
支
援
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
を

は
じ
め
評
価
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
大
変
厳
し
い
く
ら
し

や
津
波
か
ら
い
の
ち
を
守
る
、
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
な
ど
の

点
に
お
い
て
、
不
十
分
で
あ
っ
た

り
、
中
身
に
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

福
祉
の
向
上
こ
そ
市
の
使
命 

自
治
体
の
役
割
は
「
住
民
の
福

祉
の
増
進
」
（
地
方
自
治
法
第
１

条
の
１
）
で
す
。 

緊
急
経
済
対
策
で
公
共
事
業

に
大
き
な
財
政
的
援
助
が
あ
っ

た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
分
福
祉
に

回
す
べ
き
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
国
の
社
会
保
障
抑

制
策
に
沿
う
よ
う
に
、
高
齢
者
の

健
診
委
託
対
象
を
制
限
し
委
託

料
の
３
割
減
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
位
置
づ
け
る
住

宅
手
当
は
前
年
度
よ
り
２
０
０

万
円
減
（
前
々
年
度
の
半
分
）
、

就
学
援
助
は
増
え
て
い
る
が
国

か
ら
応
分
の
負
担
金
が
な
い
な

ど
、
昨
年
よ
り
福
祉
の
後
退
さ
え

あ
り
ま
す
。 

一
刻
も
早
く
命
を
守
る
施
設
を 

津
波
か
ら
の
一
次
避
難
場
所

確
保
は
、
最
重
要
課
題
で
す
。 

市
の
２７
年
度
ま
で
に
１２
箇 

 

「
高
く
て
払
え
な

い
」
と
い
う
国
保
税
の

状
況
で
す
。 

「
市
は
国
保
事
業
に

要
す
る
費
用
を
補
助

ま
た
は
貸
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
（
国
保

税
法
第
７５
条
）
に
基

づ
き
繰
入
金
を
増
額

す
る
こ
と
や
基
金
の

取
り
崩
し
で
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
べ
き 

所
の
新
た
な
避
難
施
設
建
設
の

方
針
に
も
拘
わ
ら
ず
、
建
設
中
の 

湊
の
命
山
に
続
き
、
中
新
田
、
湊

西
の
命
山
が
計
画
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
す
。
あ
ま
り
に
も
遅
い
対

応
で
す
。 

適
切
な
病
院
へ
の
負
担
を 

病
院
関
連
へ
の
操
出
金
は
、
中 

東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
約

７
億
円
、
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
へ

３
億
４
千
万
円
計
約
１０
億
４
千

万
円
で
す
。 

現
病
院
へ
の
操
出
金
（
お
お
む

ね
９
億
円
）
を
上
回
ら
な
い
と
い

う
の
が
基
本
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。 

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

補
助
金
の
う
ち
掛
川
市
道
（
周
辺

道
路
）
整
備
補
助
金
４
５
９
０
万

円
余
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

過
度
な
企
業
へ
の
優
遇
措
置 

 

進
出
企
業
へ
の
補
助
金
「
産
業 

立
地
事
業
費
補
助
金
」
１
億
７
千 

万
円
余
は
過
度
な
優
遇
措
置
で
、 

工
業
振
興
費
の
９５
％
を
占
め
て 

い
ま
す
。 

内
発
型･

循
環
型
の
産
業
振
興 

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
こ
そ
重 

要
で
す
。 

 

で
す
。 

実
質
的
に
医
療
に
か
か
れ
な

く
な
る
資
格
証
明
書
の
発
行
は

や
め
る
べ
き
で
す
。 

平
成
２４
年
度
（
１
月
ま
で
）

の
差
押
え
件
数
は
８
５
０
件
（
前

年
度
の
２．６
倍
）
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

悪
質
な
滞
納
者
を
除
い
て
、
強 

権
的
な
取
り

立
て
は
慎
む

べ
き
で
す
。 

適
切
な
正
規
職
員
の
配
置
を 

 

職
員
の
削
減
で
非
正
規
職
員 

に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、 

「
正
規
雇
用
が
当
た
り
前
」
を
市 

が
率
先
し
て
す
す
め
る
こ
と
が 

大
事
で
す
。 

ま
た
、
浅
羽
学
校
給
食
セ
ン
タ 

ー
の
調
理･

配
送
や
保
育
園
の
調

理
が
民
間
委
託
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
委
託
料
分
の
経
費
削
減
が
明

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

水
道
料
金
の
引
き

上
げ
（
激
変
緩
和
措

置
の
最
終
年
）
に
よ

り
、
給
水
量
が
減
少

し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
給
水
収
益
は

約
１
３
０
０
万
円
増

え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
収
益
が

改
善
し
な
い
の
は
、
県
水
の
契
約

量
が
増
え
、
受
水
費
が
約
１
４
０

０
万
円
増
え
た
か
ら
で
す
。 

県
水
か
ら
は
２
３
３
０
０
立

方
㍍
予
定
し
て
い
ま
す
。 

契
約
水
量
３
９
５
０
０
立
方

㍍
は
、
予
定
受
水
量
の
１．７
倍
に

も
な
り
ま
す
。 

こ
こ
に
メ
ス
を
い
れ
な
け
れ

ば
、
更
な
る
水
道
料
金
の
引
き
上

げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

国
家
公
務
員
の
退

職
手
当
引
き
下
げ
に

準
ず
る
も
の
で
す
が
、

消
費
税
増
税
な
ど
の

国
民
へ
の
負
担
増
の

露
払
い
と
し
て
「
い

わ
ゆ
る
身
を
切
る
改

革
」
と
し
て
強
引
に

す
す
め
た
も
の
で
す
。 

病
院
の
資
産
で
も

な
い
施
設
の
維
持
管

理
費
用
１
億
４
千
万

円
が
市
か
ら
繰
入
れ

ら
れ
、
そ
の
維
持
管
理

の
会
計
処
理
を
し
ま

す
。 ま

た
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
聖
隷
福
祉
事

業
団
に
は
、
３
千
万
円

余
の
負
担
を
求
め
る

だ
け
で
す
。 

 

国
の
緊
急
経
済
対

策
で
、
２２
億
８
千
万

円
の
公
共
事
業
を
追

加
補
正
す
る
の
が
主

な
も
の
で
す
。 

そ
の
う
ち
都
市
計

画
事
業
が
約
１０
億
円

あ
り
ま
す
が
、
「
有
利

な
借
金
」
の
借
入
れ
で
、

都
市
計
画
税
の
充
当

は
わ
ず
か
６
５
０
万
円
程
度
で

す
。
都
市
計
画
事
業
に
充
当
す
る

た
め
の
都
市
計
画
税
が
あ
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
充
当
が
考
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

何
の
た
め
に
多

額
の
都
市
計
画
税

を
徴
収
し
て
い
る

の
か
疑
わ
れ
ま
す
。 

 

官
民
格
差
の
金
額
だ
け
に
目

を
向
け
、
格
差
を
生
ん
だ
要
因
、

公
務
の
特
殊
性
や
勤
務
実
態
な

ど
も
検
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
引
き
下
げ
が
公
共
的
機

関
の
労
働
者
に
連
動
し
、
さ
ら
に

は
民
間
の
退
職
金
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。 
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